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(57)【要約】
【課題】厩舎等の飼育現場において動物を診断するのに
適し、その際における操作性に優れた携帯式動物用超音
波画像診断装置を提供する。
【解決手段】この装置１は、超音波プローブ３１、画像
処理手段１５を収容した装置本体２、表示装置１９、入
力装置１６、超音波プローブ３１と装置本体２とを接続
する信号伝送ケーブル４１等を備えている。超音波プロ
ーブ３１は、超音波を送信してその反射波を受信する超
音波振動子３２を有する。信号伝送ケーブル４１が、超
音波プローブ３１から延びる非カールコード部４２と、
その非カールコード部４２よりも装置本体２に近い側に
設けられた伸縮可能なカールコード部４３とを含んで構
成されている。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　検査対象である動物に超音波を送信してその反射波を受信する超音波振動子を設けた超
音波プローブと、
　前記超音波プローブが受信した超音波の反射波信号に基づいて演算することにより超音
波画像を生成する画像処理手段を収容した装置本体と、
　前記画像処理手段によって生成された前記超音波画像を表示すべく前記装置本体の前面
に設置された表示装置と、
　前記画像処理手段に対する操作者の各種指示を入力するための複数のスイッチを有する
入力装置と、
　前記超音波プローブと前記装置本体とを接続する信号伝送ケーブルと
を備え、
　前記信号伝送ケーブルが、前記超音波プローブから延びる非カールコード部と、その非
カールコード部よりも前記装置本体に近い側に設けられた伸縮可能なカールコード部とを
含んで構成されていることを特徴とする携帯式動物用超音波画像診断装置。
【請求項２】
　前記カールコード部の巻縮状態での長さは、前記非カールコード部の長さと同等または
それよりも短く、前記カールコード部の引伸状態での長さは、前記非カールコード部の長
さよりも長いことを特徴とする請求項１に記載の携帯式動物用超音波画像診断装置。
【請求項３】
　前記非カールコード部の長さは２０ｃｍ以上４０ｃｍ以下であることを特徴とする請求
項１または２に記載の携帯式動物用超音波画像診断装置。
【請求項４】
　前記装置本体は操作者が抱え持つことが可能な大きさの縦長形状であり、前記信号伝送
ケーブルの基端部は前記装置本体の上面または背面上部領域に接続固定されていることを
特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の携帯式動物用超音波画像診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯式の動物用超音波画像診断装置に係り、特にはその超音波プローブから
延びる信号伝送ケーブルの改良に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療現場においては各種の用途で超音波画像診断装置が使用される（例えば、特
許文献１，２参照）。一般的な超音波画像診断装置は、表示装置、操作用スイッチ、画像
処理装置などを有する装置本体を備えており、その装置本体には信号伝送ケーブルを介し
て超音波プローブが接続されている。超音波プローブはパルス駆動される超音波振動子を
有している。この超音波振動子は検査対象である人間に超音波を送信した後にその反射波
を受信し、取得した反射波信号を信号伝送ケーブルを介して装置本体側に出力するように
なっている。装置本体内に設けられた画像処理装置は、反射波信号に基づいて所定の演算
をして超音波画像を生成し、この超音波画像を表示装置が表示するようになっている。ま
た、信号伝送ケーブルとしては一般的にストレートコード（言い換えると、螺旋状に巻か
れていない非カールコード）が使用されている。
【特許文献１】特開２００６－１９２０３０号公報（図６参照）
【特許文献２】特開２０００－１０７１７６号公報（図２参照）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、この種の診断装置は、基本的に人間を対象として診断を行うためのものであ
るが、牛、豚、馬、犬、猫等の動物を対象として診断を行いたいという要求も近年強まり
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つつある。しかしながら、現状では動物用に特化した超音波画像診断装置はまだ具体的に
実用化されておらず、人間用の超音波画像診断装置をそのまま流用せざるをえなかった。
また、このような装置の流用には下記の問題があった。
【０００４】
　人間用の超音波画像診断装置は一般的に大型で重く据え置き式であるため、例えば動物
が飼育されている厩舎内において装置を持って移動するような用途には適しておらず、実
用性に乏しい。
【０００５】
　また、治療室や病室などの中で装置を使用する場合にはそれほどケーブルを長くする必
要はないが、厩舎内にて装置を使用する場合には操作性を考慮してケーブルをある程度長
くしておく必要がある。ところが、ケーブルを長くすると、その分だけ重量が増えてしま
い、操作者が超音波プローブを操作しにくくなるばかりでなく、装置の全体重量も増えて
しまい、携帯に適さないものとなってしまう。
【０００６】
　しかも、厩舎内には柵などがあるため長いケーブルを引っ掛けるおそれがあることに加
え、地面に垂れ下がった長いケーブルを引き摺ったり踏み付けたりするおそれがあるため
、操作性が悪いという問題もある。勿論、このようなケーブルの引っ掛け等は、装置の故
障や破損を引き起こす原因にもなる。
【０００７】
　そこで、ストレートコードの代わりにカールコードを用いることで、ケーブル全体に伸
縮性を付与し、必要に応じてケーブルを通常時よりも長く引き伸ばせるようにする、とい
う対策を検討した。しかし、この対策ではケーブルがかなり重くなってしまい、かえって
操作性や携帯性を害してしまう。しかも、カールコードはバネのような構造を有している
ため、その部分に振動が発生して予期せぬ不快な動きをすることがあり、操作性の観点か
ら望ましくない。加えて、据え置き式の装置において仮にカールコードを採用したとする
と、ケーブルを引き伸ばすようにして操作したときに、ケーブルが装置を引っ張って移動
させてしまうという欠点がある。
【０００８】
　本発明は上記の課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、厩舎等の飼育現場にお
いて動物を診断するのに適し、その際における操作性に優れた携帯式動物用超音波画像診
断装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　そこで上記課題を解決するために、本願発明者らが鋭意検討を行った結果、ケーブルに
カールコードを使用するものの、それをケーブルの全体に使用するのではなく、敢えて一
部分に使用するに止めることとし、ストレートケーブル（非カールコード）をある程度残
しておくという思想に辿り着いた。つまり、ケーブルの一部分にカールコードを使用する
ことによっても、ある程度伸縮性を付与でき、必要に応じて通常時よりもケーブル長を長
くできるからである。また、この構成によれば、全部をカールコードにしたときほど重量
増を伴わないからである。さらに、この構成を採る場合において、カールコード部及び非
カールコード部の最適配置態様を検討したところ、カールコード部を非カールコード部よ
りも装置本体に近い側に設けることが好適であることを新規に知見した。例えば、これと
逆の配置態様を採った場合には、バネ性を有するカールコード部が超音波プローブ側に近
くなるため、操作時の移動範囲が大きくなる。ゆえに、その分だけ当該部分に振動が発生
しやすく、それが原因となって予期せぬ動きをしやすいため、操作性の低下が避けられな
い。これに対し、上記の好適な配置態様を採れば、操作時の移動距離が比較的小さくなる
。ゆえに、当該部分における振動の発生を最小限に抑えることができ、良好な操作性を維
持することが可能となるからである。そこで、本願発明者らはこのような新規な知見に基
づき、さらに鋭意検討を加えた結果、下記の発明を想到することができたのである。
【００１０】
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　即ち、請求項１に記載の発明は、検査対象である動物に超音波を送信してその反射波を
受信する超音波振動子を設けた超音波プローブと、前記超音波プローブが受信した超音波
の反射波信号に基づいて演算することにより超音波画像を生成する画像処理手段を収容し
た装置本体と、前記画像処理手段によって生成された前記超音波画像を表示すべく前記装
置本体の前面に設置された表示装置と、前記画像処理手段に対する操作者の各種指示を入
力するための複数のスイッチを有する入力装置と、前記超音波プローブと前記装置本体と
を接続する信号伝送ケーブルとを備え、前記信号伝送ケーブルが、前記超音波プローブか
ら延びる非カールコード部と、その非カールコード部よりも前記装置本体に近い側に設け
られた伸縮可能なカールコード部とを含んで構成されていることを特徴とする携帯式動物
用超音波画像診断装置をその要旨とする。
【００１１】
　従って、請求項１に記載の発明によると、据え置き式ではなく携帯式であるため、厩舎
等の飼育現場において装置を持って移動するような用途に適したものとなり、このような
用途での実用性が向上する。また、一部分が伸縮可能なケーブルとなる結果、必要に応じ
て引き伸ばすことで通常時よりもケーブル長を長くでき、厩舎等の飼育現場での使用に好
適なものとなる。なお、通常時にはカールコード部は巻縮状態となり短くなるので、ケー
ブルの引っ掛け、引き摺り、踏み付けなどを未然に防ぐことができるとともに、全部をカ
ールコードにしたときのような重量増を回避することができる。以上のことは操作性の向
上に貢献する。また、カールコード部を非カールコード部よりも装置本体に近い側に設け
ることで、カールコード部における振動の発生が最小限に抑えられる。このことも操作性
の向上に貢献する。
【００１２】
　請求項２に記載の発明は、請求項１において、前記カールコード部の巻縮状態での長さ
は、前記非カールコード部の長さと同等またはそれよりも短く、前記カールコード部の引
伸状態での長さは、前記非カールコード部の長さよりも長いことをその要旨とする。
【００１３】
　従って、請求項２に記載の発明によると、カールコード部の巻縮状態での長さを非カー
ルコード部の長さと同等またはそれよりも短くしたことにより、ケーブルの一部に伸縮性
を付与しつつもケーブルの重量増を確実に回避することができる。また、仮にカールコー
ド部の巻縮状態での長さを非カールコード部の長さよりも長くすると、ケーブルが垂れ下
がったときに最下部にカールコード部が位置する可能性が高くなる。カールコード部は凹
凸を有するため、そこが地面に触れて引き摺られたりすると、汚れが付着しやすい。これ
に対し、本発明の構成によると、垂れ下がったときでも最下部にカールコード部が位置し
にくくなり、その代わりに凹凸の殆どない非カールコード部が最下部に位置しやすくなる
。よって、ケーブルが地面に触れて引き摺られたとしても、汚れが付着しにくくなる。
【００１４】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２において、前記非カールコード部の長さは
２０ｃｍ以上４０ｃｍ以下であることをその要旨とする。
【００１５】
　従って、請求項３に記載の発明によると、非カールコード部の長さを上記範囲に設定し
た結果、例えば、操作者が超音波プローブを把持して柵間から動物の腹部にその超音波プ
ローブを当てるような場合に、作業上好適な長さとすることができる。即ち、長さ２０ｃ
ｍ未満であると、検査対象である動物まで超音波プローブを伸ばすことが困難となり、こ
の場合に無理に伸ばそうとするとケーブルの断線等の原因となりうる。逆に、長さ４０ｃ
ｍ超であると、検査対象である動物まで超音波プローブを伸ばすことは比較的容易になる
が、余剰のケーブルが柵に引っ掛かりやすくなる等といった別の問題が生じうる。
【００１６】
　請求項４に記載の発明は、請求項１乃至３のいずれか１項において、前記装置本体は操
作者が抱え持つことが可能な大きさの縦長形状であり、前記信号伝送ケーブルの基端部は
前記装置本体の上面または背面上部領域に接続固定されていることをその要旨とする。
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【００１７】
　従って、請求項４に記載の発明によると、このような大きさの縦長形状であるため、可
搬性及び実用性に優れている。また、ケーブルの接続固定位置が装置本体の上面または背
面上部領域であることから、ある程度ケーブル長を長くしたときでも、垂れ下がったケー
ブルの最下部の位置を高くすることができ、ケーブルの引き摺り、踏み付け等を確実に防
止することができる。また、縦置きにして抱え持つときや、前面にある表示装置を見ると
きでも、ケーブルが邪魔にならない。以上のことは操作性のさらなる向上に貢献する。
【発明の効果】
【００１８】
　以上詳述したように、請求項１～４に記載の発明によると、厩舎等の飼育現場において
動物を診断するのに適し、その際における操作性に優れた携帯式動物用超音波画像診断装
置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明を具体化した一実施の形態を図面に基づき詳細に説明する。図１は、本実
施形態の携帯式動物用超音波画像診断装置１を示す概略正面図である。図２は、当該診断
装置１の電気的構成を概略的に示すブロック図である。
【００２０】
　図１に示されるように、この診断装置１は、大まかにいって、装置本体２と、超音波プ
ローブ３１と、それらを互いに接続する信号伝送ケーブル４１とを備えている。
【００２１】
　装置本体２は、操作者が抱え持つことが可能な大きさの金属製または合成樹脂製のケー
スであって、具体的には縦寸法が約２５ｃｍ～３０ｃｍ、横寸法が約１５ｃｍ～２０ｃｍ
、厚さ寸法が約５ｃｍ～７ｃｍの縦長形状を呈している。また、装置本体２の重さは１．
５ｋｇ～２．０ｋｇであって比較的軽量なため、操作者が無理なく運ぶことが可能なもの
となっている。
【００２２】
　図１に示されるように、装置本体２の前面２ａにおける上半分の領域には、腹部の断層
画像（超音波画像１９ａ）を表示するための表示装置１９が配置されている。表示装置１
９は、この他にプローブ種類、フォーカス情報、表示深度範囲、時刻などの諸情報を表示
するように設定されていてもよい。好適な表示装置１９としては、例えば、ＬＣＤやＣＲ
Ｔなどのカラーディスプレイが挙げられる。勿論、カラーディスプレイに代えてモノクロ
ディスプレイを使用することも可能である。装置本体２の前面２ａにおいて表示装置１９
の下方領域には、ユーザからの要求や指示を入力したり、各種パラメータを入力したり、
電源をオンオフしたりする際に用いる入力装置１６が配置されている。本実施形態の入力
装置１６は、凹凸が殆どないフラットタイプのプッシュスイッチ１６ａを複数個横一列に
配置することにより構成されている。なお、同スイッチ１６ａの個数やレイアウトは限定
されず、任意に変更することが可能である。
【００２３】
　図１，図２に示されるように、この超音波プローブ３１は、操作者が把持しやすい大き
さで略Ｔ字状に形成された部材であって、その先端部には超音波振動子３２を複数個直線
的に配列してなる振動子群が設けられている。超音波プローブ３１は、その先端部を検査
対象Ａ1である動物の腹部に接触させるようにして配置され、この状態で超音波の送受信
を行うようになっている。本実施形態の超音波プローブ３１は、リニア式電子走査を行う
ためのリニアプローブであり、３．５ＭＨｚの超音波を直線状に走査する。なお、リニア
プローブに代えて、超音波振動子３２を複数個扇状に配列してなるコンベックスプローブ
を使用してもよい。コンベックスプローブを用いた場合には、視野の広い画像を得ること
ができる。
【００２４】
　本実施形態の信号伝送ケーブル４１は、超音波プローブ３１と装置本体２との間を接続
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しており、数十本の電線を可撓性樹脂層で被覆した構造を有している。この信号伝送ケー
ブル４１は、超音波発振子３２を駆動するためのパルス信号を装置本体２側から超音波プ
ローブ３１側へ伝送したり、超音波振動子３２が取得した反射波信号を超音波プローブ３
１側から装置本体２側へ伝送したりする際の経路となる。
【００２５】
　図１，図２に示されるように、本実施形態の信号伝送ケーブル４１は、非カールコード
部４２，４４及びカールコード部４３の両方を含んで構成されている。メイン非カールコ
ード部４２は、螺旋状に巻かれていない、いわゆるストレートコード状となっていて、超
音波プローブ３１から延びるようにその基端部に対して接続されている。メイン非カール
コード部４２は、屈曲可能である一方で伸縮不能に形成されている。メイン非カールコー
ド部４２よりも装置本体２に近い側には、メイン非カールコード部４２に連続してカール
コード部４３が設けられている。このカールコード部４３は、直径３０ｍｍ程度の螺旋状
に巻かれており、それゆえ屈曲可能かつ伸縮可能となっている。カールコード部４３より
も装置本体２に近い側には、カールコード部４３に連続してサブ非カールコード部４４が
設けられている。サブ非カールコード部４４は、メイン非カールコード部４２の長さ（本
実施形態では約３０ｃｍ）と比べて十分短く、数分の1程度の長さ（本実施形態では約７
ｃｍ）となっている。そして、このサブ非カールコード部４４の基端部（つまり信号伝送
ケーブル４１の基端部）は、装置本体２の上面に接続固定されている。なお、図示しない
が当該基端部を背面上部領域に接続固定する態様としてもよい。
【００２６】
　また、カールコード部４３の巻縮状態での長さは、メイン非カールコード部４２の長さ
（本実施形態では約３０ｃｍ）よりも短くなるように（本実施形態では約１２ｃｍとなる
ように）設定されている。一方、カールコード部４３の引伸状態での長さは、１００ｃｍ
以上になることから、メイン非カールコード部４２の長さよりも長くなるようになってい
る。言い換えると、本実施形態の信号伝送ケーブル４１は、通常時においてその長さが約
５０ｃｍであるのに対し、伸張時においてその長さが約１５０ｃｍになる。
【００２７】
　従って、本実施形態においては、ケーブル最下部Ｌ１にカールコード部４３が位置せず
、その代わりに凹凸の殆どないメイン非カールコード部４２が位置した状態となっている
。また、そのケーブル最下部Ｌ１の位置もそれほど低いわけではなく、地面から遠くてあ
る程度高い位置となる。
【００２８】
　図２に示されるように、装置本体２の内部には図示しない回路基板が収容されており、
その回路基板上には、コントローラ１０、パルス発生回路１１、送信回路１２、受信回路
１３、信号処理回路１４、画像処理回路１５、メモリ１７、記憶装置１８、感度特性補正
回路２１が配置されている。また、装置本体２の内部における下部領域には、各回路に電
源を供給するための図示しないバッテリが収容されている。
【００２９】
　コントローラ１０は、周知の中央処理装置（ＣＰＵ）を含んで構成されたマイクロコン
ピュータであり、メモリ１７を利用して制御プログラムを実行し、本装置全体を統括的に
制御する。制御プログラムとしては、各種測定のためのプログラムや断層画像（超音波画
像１９ａ）を表示するためのプログラムなどが含まれる。パルス発生回路１１は、コント
ローラ１０からの制御信号に応答して動作し、所定周期のパルス信号を生成して送信回路
１２に出力する。
【００３０】
　送信回路１２は、超音波プローブ３１における超音波振動子３２の素子数に対応した複
数の遅延回路（図示略）を含んで構成されている。送信回路１２は、パルス発生回路１１
から出力されたパルス信号に基づき、各超音波振動子３２に応じて遅延させた駆動パルス
を出力する。各駆動パルスの遅延時間は、超音波プローブ３１から出力される超音波が所
定の照射点で焦点を結ぶように設定されている。
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【００３１】
　受信回路１３は、図示しない信号増幅回路、遅延回路、整相加算回路を含む。この受信
回路１３では、超音波プローブ３１における各超音波振動子３２で受信された各反射波信
号（エコー信号）が増幅されるとともに、受信指向性を考慮した遅延時間が各反射波信号
に付加された後、整相加算される。この加算によって、各超音波振動子３２の受信信号の
位相差が調整される。
【００３２】
　信号処理回路１４は、図示しない対数変換回路、包絡線検波回路、Ａ／Ｄ変換回路など
から構成されている。信号処理回路１４における対数変換回路は反射波信号を対数変換し
、包絡線検波回路は対数変換回路の出力信号の包絡線を検波する。また、Ａ／Ｄ変換回路
は、包絡線検波回路から出力されるアナログ信号をデジタル信号に変換する。
【００３３】
　感度特性補正回路２１は、信号処理回路１４と画像処理回路１５との間に設けられてい
て、画像処理を行う前に前記デジタル信号の処理を行ってあらかじめ感度特性を自動的に
補正し、その補正された信号を画像処理回路１５に出力する。なお、この感度特性補正回
路２１による自動感度特性補正は、本実施形態において特に必須ではないので、省略され
てもよい。
【００３４】
　画像処理回路１５は、感度特性補正回路２１が出力したデジタル信号に基づいて、画像
処理を行い断層画像（Ｂモード画像）の画像データを生成する。具体的には、画像処理回
路１５は、輝度変調処理を行うことで、反射波信号の振幅（信号強度）に応じた輝度の超
音波画像データを生成する。画像処理回路１５で生成された超音波画像データは逐次メモ
リ１７に記憶される。そして、そのメモリ１７に記憶された１フレーム分の超音波画像デ
ータに基づいて、断層画像（超音波画像１９ａ）が白黒の濃淡で表示装置１９上にて二次
元的に表示される。
【００３５】
　記憶装置１８は、例えば磁気ディスク装置や光ディスク装置などであり、その記憶装置
１８には制御プログラム及び各種のデータが記憶されている。コントローラ１０は、入力
装置１６による指示に従い、プログラムやデータを記憶装置１８からメモリ１７へ転送し
、それを逐次実行する。なお、コントローラ１０が実行するプログラムとしては、メモリ
カード、フレキシブルディスク、光ディスクなどの記憶媒体に記憶されたプログラムや、
通信媒体を介してダウンロードしたプログラムでもよく、その実行時には記憶装置１８に
インストールして利用する。
【００３６】
　次に、この診断装置１の動作を簡単に説明すると、まず、コントローラ１０は、パルス
発生回路１１を動作させ、超音波プローブ３１による超音波の送受信を開始させる。具体
的には、コントローラ１０から出力される制御信号に応答してパルス発生回路１１が動作
し、所定周期のパルス信号が送信回路１２に供給される。そして、送信回路１２では、パ
ルス信号に基づいて、各超音波振動子３２に対応した遅延時間を有する駆動パルスが生成
され、この駆動パルス信号が信号伝送ケーブル４１を経由して超音波プローブ３１に供給
される。これにより、超音波プローブ３１の各超音波振動子３２が振動し、そこで発生し
た超音波が検査対象に向けて照射される。検査対象内を伝搬する超音波の一部は、音響イ
ンピーダンスの異なる組織境界面などで反射して超音波プローブ３１で受信される。この
とき、超音波プローブ３１の各超音波振動子３２によって反射波が電気信号（反射波信号
）に変換される。そして、その反射波信号は、信号伝送ケーブル４１を経由して受信回路
１３に到達し、そこで増幅等された後、信号処理回路１４に入力される。そしてこの後、
反射波信号は信号処理回路１４及び感度特性補正回路２１を経て画像処理回路１５に到達
し、そこで断層画像（超音波画像１９ａ）の超音波画像データが生成されるようになって
いる。
【００３７】
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　従って、本実施の形態によれば以下の効果を得ることができる。
【００３８】
　（１）この診断装置１は、操作者が抱え持つことが可能な大きさ、形状、重さであるこ
とから、据え置き式ではなく携帯式（ハンディタイプ）となっている。そのため、厩舎等
の飼育現場において診断装置１を持って移動するような用途に適したものとなり、このよ
うな用途での実用性が向上する。
【００３９】
　（２）この診断装置１では、超音波プローブ３１から延びるメイン非カールコード部４
２と、そのメイン非カールコード部４２よりも装置本体２に近い側に設けられた伸縮可能
なカールコード部４３とを含んで構成された信号伝送ケーブル４１を採用している。ゆえ
に、従来とは異なり一部分が伸縮可能なケーブル４１となる結果、必要に応じて引き伸ば
すことで通常時よりもケーブル長を長くでき、厩舎等の飼育現場での使用に好適なものと
なる。なお、通常時にはカールコード部４３は巻縮状態となり短くなるので、ケーブル４
１の引っ掛け、引き摺り、踏み付けなどを未然に防ぐことができる。また、全部をカール
コードにしたときほどの重量増を伴わなくなる。また、カールコード部４３をメイン非カ
ールコード部４２よりも装置本体２に近い側に設けることで、カールコード部４３におけ
る振動の発生が最小限に抑えられる。以上のことから、厩舎等の飼育現場において動物を
診断する際の操作性に優れた診断装置１を実現することができる。
【００４０】
　（３）本実施形態の信号伝送ケーブル４１では、カールコード部４３の巻縮状態での長
さをメイン非カールコード部４２の長さよりも短くしている。よって、ケーブル４１の一
部に伸縮性を付与しつつもケーブル４１の重量増を確実に回避することができる。また、
この信号伝送ケーブル４１の場合、垂れ下がったときでも最下部Ｌ１にメイン非カールコ
ード部４２が位置することから、たとえ地面に触れて引き摺られたとしても、汚れが付着
しにくいという利点がある。以上のことも実用性や操作性の向上に寄与している。
【００４１】
　（４）本実施形態の信号伝送ケーブル４１は、その基端部が装置本体２の上面に接続固
定されている。従って、ある程度ケーブル長を長くしたときでも、垂れ下がったケーブル
４１の最下部Ｌ１の位置を高くすることができ、ケーブル４１の引き摺り、踏み付け等を
確実に防止することができる。また、縦置きにして抱え持つときや、前面２ａにある表示
装置１９を見るときでも、ケーブル４１が邪魔にならなくなる。以上のことは操作性のさ
らなる向上に寄与している。
【００４２】
　（５）本実施形態の信号伝送ケーブル４１では、カールコード部４３よりも装置本体２
に近い側に連続してサブ非カールコード部４４が設けられ、そのサブ非カールコード部４
４が装置本体２に対して接続固定されている。また、サブ非カールコード部４４の長さは
、カールコード部４３の巻縮状態での長さよりも短く、メイン非カールコード部４２の長
さよりも短くなっている。仮にカールコード部４３を直接装置本体２に対して接続固定し
た場合には、カールコード部４３が大きく屈曲し、それに伴いバネの反発力が生じて、操
作性の低下を来たす可能性がある。これに対し、短いサブ非カールコード部４４を介して
カールコード部４３を接続固定した場合には、操作性低下の原因となりうるカールコード
部４３の屈曲の程度が小さくなる。
【００４３】
　（６）例えば、装置本体２の外表面に感度特性調整ダイヤル等の突起物があると、移動
の際にダイヤルがどこかに当たって感度特性の設定が狂う可能性があり、それを度々調整
することになると、作業性が悪くなる。その点、この診断装置１では、感度特性補正回路
２１で自動的に感度特性を補正する代わりに、装置本体２の外表面にて大きく突出するよ
うな感度調整ダイヤルを省略している。ゆえに、最適に調整された感度特性が常に維持さ
れるため、作業性が確実に向上する。
【００４４】
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　なお、本発明の実施の形態は以下のように変更してもよい。
【００４５】
　・例えば、図３に示す別の実施形態の診断装置１のように、装置本体２の外表面にシリ
コーン樹脂等のような弾性を有するカバー５１を設けてもよい。このカバー５１は、装置
本体２の上面、側面及び下面を覆う反面、表示装置１９や入力装置１６のある前面２ａを
露出させている。この構成によると、操作性を害することなく防水性や耐衝撃性を向上さ
せることができる。また、操作者が装置本体２を抱え持つときに滑りにくくなり、診断装
置１を安定的に使用することが可能となる。
【００４６】
　次に、特許請求の範囲に記載された技術的思想のほかに、前述した実施の形態によって
把握される技術的思想を以下に列挙する。
【００４７】
　（１）検査対象である動物に超音波を送信してその反射波を受信する超音波振動子を設
けた超音波プローブと、前記超音波プローブが受信した超音波の反射波信号に基づいて演
算することにより超音波画像を生成する画像処理手段を収容した装置本体と、前記画像処
理手段によって生成された前記超音波画像を表示すべく前記装置本体の前面に設置された
表示装置と、前記画像処理手段に対する操作者の各種指示を入力するための複数のスイッ
チを有する入力装置と、前記超音波プローブと前記装置本体とを接続する信号伝送ケーブ
ルとを備え、前記信号伝送ケーブルが、前記超音波プローブから延びるメイン非カールコ
ード部と、そのメイン非カールコード部よりも前記装置本体に近い側に設けられた伸縮可
能なカールコード部と、そのカールコード部よりも前記装置本体に近い側に設けられ前記
装置本体に対して接続固定されたサブ非カールコード部とを含んで構成され、前記カール
コード部の巻縮状態での長さは、前記メイン非カールコード部の長さよりも短く、前記カ
ールコード部の引伸状態での長さは、前記メイン非カールコード部の長さよりも長く、前
記サブ非カールコード部の長さは、前記カールコード部の巻縮状態での長さ及び前記メイ
ン非カールコード部の長さよりも短いことを特徴とする携帯式動物用超音波画像診断装置
。
【００４８】
　（２）請求項１乃至４、上記（１）のいずれか１項において、前記装置本体の外表面に
樹脂製カバーが設けられていること。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明を具体化した一実施形態の携帯式動物用超音波画像診断装置を示す概略正
面図。
【図２】同診断装置の電気的構成を概略的に示すブロック図。
【図３】別の実施形態の携帯式動物用超音波画像診断装置を示す概略正面図。
【符号の説明】
【００５０】
　１…携帯式動物用超音波画像診断装置
　２…装置本体
　２ａ…前面
　１５…画像処理手段としての画像処理回路
　１６ａ…スイッチ
　１６…入力装置
　１９…表示装置
　１９ａ…超音波画像
　３１…超音波プローブ
　３２…超音波振動子
　４１…信号伝送ケーブル
　４２…（メイン）非カールコード部
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　４３…カールコード部
　Ａ１…検査対象である動物

【図１】 【図２】
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